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	日豪協力関係の課題と今後の展望
	―近年、日本において豪州との関係が注目されている理由をどのようにお考えでしょうか。
	―豪州は、各国との経済関係が深まる中で、貿易自由化を促進する枠組みをどのようにとらえているのでしょうか。
	―EPA・FTA推進にあたって、日本は資源国との交渉を優先していますが、豪州はどのように交渉を進めようとしているのでしょうか。
	―アジア大洋州地域における日豪関係という視点からはいかがでしょうか。
	―一方で、国際連合、気候変動枠組条約など国際的な枠組みにおける豪州の立場はいかがでしょうか。
	―今後の両国経済関係発展において企業に期待されるのはどのようなことでしょうか。
	―国と国との絆を深めるには、やはりヒトとヒトとの交流が重要だと思いますが、今後、どのような発展を望まれますか。
	―日本において今後、どのように豪州の魅力をアピールしていったらよいのでしょうか。
	―本日はお忙しいところをありがとうございました。日豪関係のさらなる発展に向けたご活躍をお祈り申し上げます。

